
令和 3年 5月 31日 

橘高校進路指導部 

                                        

今号では、進路希望調査＜5月中旬実施＞の結果をお知らせします。 

 

◆表 1-1：志望大学の概況（単位：人数） 

 

 

 

 

 

 

◆表 1-2：現３年生の進路希望推移（単位：人数） 

 

 

 

 

 

 

表1-1において、1年生はまだ分からないことが多い中でも、目標を高く「東北大」と掲げている人が多い

ことは大変良いことです。今の3年生も表1-2から分かるように、1年生の時には東北大志望者が39名、さ

らに福島大志望者は96名という大人数でした。しかし、HRの時間や総合探究の時間に多くの大学の特性や

学部・学科等について調べることで、それぞれ自分に合った大学が見つかるようになります。3年生になって

志望者数が増えてくる埼玉大や新潟大などは、橘高生にとっては、目標の幅を広げるきっかけになる大学と言

えるかもしれません。1、2年生は、こういった大学のことをよく調べていくと良いでしょう。 

今回の調査で1つ気になるところがあります。それは、2年生の東北大志望者が例年よりも少ないことで

す。目標は現在の実力よりも上に設定しなければいけません。現時点で成績上位の人は、もっと高みを目指

し、もっと多くの人が難関大と言われる大学を目標にしても良いのではないでしょうか。 

 

◆表 2：志望学部系統の概況（単位：人数） 

表2では、本校の特徴として文理を問わず「教育」が人気であることが分かります。また、文型では「法

学・政治」、「経済・経営」、理系では「工」、「医療系」が人気となっています。「農」は人気がないようです

が、研究分野としても産業としても興味深い学部です。理型の生徒なら調べてみる価値はあります。また、1

年生の「未定」36人はやむを得ない人数ですが、2年生の26人は多いかもしれません。この夏にしっかり研

究していきましょう。 

大学 東北 宮教 山形 福島 茨城 筑波 埼玉 千葉 新潟 福医 私大合計 

1年生 45 6 9 82 1 5 6 12 2 33 11 

2年生 15 13 13 65 5 12 8 18 13 26 16 

3年生 19 10 9 52 9 4 13 19 26 34 14 

大学 東北 宮教 山形 福島 茨城 筑波 埼玉 千葉 新潟 福医 私大合計 

1年次 39 10 6 96 2 9 1 12 4 29 5 

2年次 25 11 14 64 1 7 7 30 14 36 7 

3年次 19 10 9 52 9 4 13 19 26 34 14 

学部系統 
法学

政治 

経済

経営 

社会

福祉 
文 国際 教育 

芸術

体育 
理 工 農 

薬 

看護 

医 

医療 
他 未定 

1年生 30 18 3 18 5 45 12 13 33 7 29 25 5 36 

2年生 20 19 8 13 13 62 5 7 42 6 30 24 1 26 

3年生 35 28 13 15 23 40 9 8 35 7 18 32 8 3 

福島県立橘高等学校 
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◆表 3-1：平日の家庭学習時間の概況（単位：人数） 

 

 

 

 

 
 

◆表 3-2：休日の家庭学習時間の概況（単位：人数） 

 

 

 

 

 

表3-1からは、さすが3年生は大学受験に向けた準備が出来ている人が多いことが見て取れます。部活動等

が大変でも、多くの人が「平日は少なくとも2時間」は確保しているようです。今後3年生は、大きな大会や

発表会を最後に部活動を引退します。その時余韻に浸ってボーっと過ごしていると大学受験に出遅れてしまい

ます。すぐに気持ちを切り替え、「平日5時間以上」を当たり前の数字としていきましょう。 

また、1年生も高校生活に慣れてきた頃でしょうから「平日は 2時間以上」、中だるみとなりがちな 2 年生も同

様に「平日は2時間以上」を最低ラインとして取り組んでください。秋の調査では、さらに学習時間が増えてくる

ことを期待しています。 

 

◆表 4：通塾について（単位：パーセント） 

 表 4では、塾に通っている割合を示しています。よく保護者の方から「塾に通

わないとだめですか」という質問を受けますが、実態はこのようになっていま

す。ちなみに前号でも書きましたが、昨年度の卒業生で難関・準難関大学に合格

した生徒は誰も塾には通っていなかったようです。 

 

 

「自分の進路探究」 

◆「目標とする大学はある。しかし、将来は何をしたいのかは分からない」という人は・・・ 

 こういった人は、大学を偏差値や知名度で考えているかもしれません。しかし現在、新型コロナ禍によって大

学進学の意味が問われています。高校のうちから明確な進路目標をもって大学に進学した方が良いでしょう。 

1、2年生は、「総合探究」の活動が何らかの形で将来の進路選択に繋がるものになることが期待されます。

そのためには、「自分が興味のあるもの」だけでなく、「社会の中で自分ができること」といった視点が必要で

はないでしょうか。「誰かのために働きたい」、「困っている人の役に立ちたい」という気持ちは誰もが持ってい

ると思います。現代社会には、身近なことから世界全体にかかわることまで問題が山積していますので、誰が

どんなことで困っているのかを調査してみると良いでしょう。その中で自分ができること、やりたいことを探

してみてください。 

 

◆黙っていても自分の進路は見つからない。学校の外に目を向けて行動に移す。 

 学校という閉ざされた社会の中にいても、世の中の事は分かりません。積極的に世の中の情報に触れてくだ

さい。その時、新聞記事、テレビニュースといったマスメディアや、WEBや SNS上のトピックも重要な情報

源ですが、自分の目で見たものや手で触れて感じたものとでは、心に響く大きさが違います。大学のオープン

キャンパスへの参加やボランティア活動など、能動的な活動をすることで何か自分の中での新しい変化を感じ

てください。それこそが、自分の進むべき道の手がかりです。 

時間 0～1 1～2 2～3 3～4 4～5 5～6 6～ 平均 

1年生 17 103 107 37 8 6 1 2.02時間 

2年生 24 111 91 34 19 1 0 1.93時間 

3年生 11 32 93 82 34 21 5 2.82時間 

時間 0～1 1～2 2～3 3～4 4～5 5～6 6～7 7～8 8～ 平均 

1年生 5 24 47 90 50 28 19 11 5 2.56時間 

2年生 8 26 60 84 57 24 14 3 4 3.29時間 

3年生 8 9 20 42 52 55 39 19 34 4.86時間 

 通塾率 

1年生 22.0 

2年生 31.2 

3年生 32.0 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 


